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【要旨】
本研究は、国立日高青少年自然の家が開発した冬季自然体験活動プログラム「雪
はともだち」の事業成果を総合的に評価するとともに、子どもたちが屋外で活動す
る意欲を向上させるアクティピティについて検証することとした。その結果、「雪
はともだち」の体験を通じて、多くの参加者が雪の怖さや危険、仲間との協力の大
切さを学ぶとともに、冬の自然体験活動に対する興味や運動・スポーツに対する意
識等が向上したことが明らかとなった。また、様々な活動に意欲的に取り組んだ参
加者ほど高い事業成果が得られていることから、今後は、如何に参加者が興味を持
って意欲的に取り組めるアクテイビテイを開発・導入するかが課題となった。

１．はじめに
社会の進展とともに我々の社会環境や生活様式も大きく変わり、現代の子どもたちは、

昔の子どもに比べ、外で遊ぶ機会や運動する機会が減少し、体力・運動能力が低下して
きていると言われている。特に、冬期間、屋外での活動が制限される北海道では、子ど
もたちの体力・運動能力が全国的に見ても総じて低い状況にある。北海道教育委員会に
よると’）、道内の子ども（平成21年度）は親の世代（昭和54年度）に比べて身長は上回
っているものの、握力、５０m走、ボール投げといった運動能力は下回っている状況にあ
り、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」（平成21年度）の結果を見ても、握力、
ソフトボール投げは全国平均を上回っているものの、脚力や持久力を伴う運動種目は全
国平均より低い状況にある。さらに、１日３時間以上テレビを見る子どもや肥満度の高い
子どもの割合も全国的に見て高い状況にあり、そういった子どもほど体力合計点が低い
傾向にある。このような現状に対し、子どもの体力・運動能力の向上を図る場として学
校教育への期待が高まるなか、体力向上にかかわる取組や運動習慣を確立する手だてを
講じている学校も全国に比べて少ない状況にある。そこで､北海道教育委員会は､学校、
地域、家庭が子どもの体力づくりに取り組んでいくための具体的な方策や道教委の支援
策等を示した「体力向上支援プログラム」（平成22年７月）を策定し'）、その方策のひ
とつとして、子どもたちが屋外で楽しみながら体力の向上を図れるよう冬季の運動や外
遊びを推進するという方針を示した。
これを受け、国立日高青少年自然の家では、北海道に所在するナショナルセンターの

ひとつとして道内の自然体験活動の充実を図るため、家にこもりがちな冬季であっても
雪や寒さを楽しみながら意欲的に活動できる冬季自然体験活動プログラムを開発し、そ
の普及に取り組むこととなった2)。プログラム開発の実施期間は平成２３年度から２５年
度までの３ヶ年とし、初年度は、これまで培ってきたノウハウを生かして子どもが興味
を持って取り組める冬季自然体験活動プログラムを開発・試行し、屋外で活動する意欲
を向上させるアクテイビテイやその要素を検証することとした。２４年度は、前年度の検
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証結果をもとにアクティビティの選定を行ってプログラムを再試行し、２５年度は過年度
の成果を基に屋外での活動意欲を高める冬季自然体験活動プログラムを完成させ、公立
の青少年教育施設や各種青少年教育団体への普及を図ることとした。

２．研究目的
本研究は、国立日高青少年自然の家が開発した冬季自然体験活動プログラム「雪はと
もだち」の事業成果を評価するとともに、子どもたちが屋外で活動する意欲を向上させ
るアクティビティについて検証することとした。

３．「雪はともだち」の概要
「雪はともだち」（以下、「本事業」という。）の実施期間は平成２４年１月８日（日）

～１３日（金）の５泊６日で、主なプログラムは表１．のとおりである。なお、本事業のプ
ログラムは、①秘密基地をつくろう（雪中埋没体験、巨大そりコースづくり・そり遊び、
スノーマウントづくり、アイスキャンドルづくり）、②日高の冬・自然探検隊（スノー
シューハイク、ナイトハイク）、③-２０度の雪中キャンプ（雪中テント泊、スノーマウ
ント泊、雪中キヤンプフアイヤー）の３つのテーマを柱に構成されていた2)。

表１．主なプログラムの流れ

４．研究方法
（１）調査対象

平成２３年度「雪はともだち」に参加した小学４～６年生までの２９名を調査対象と
した。分析対象者は、無回答やデータの欠損があったサンプルを除いた結果２０名（表
２.）となり、有効回答率は69.0％であった。

表２.分析対象者の内訳（性別×学年）
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午前 午後 夜間
１日目
1/８（日）

･開会式
出会いのゲーム

･アイスキャンドルづくり①

２日目
1/９（月）

･雪中埋没体験
･巨大そりコースづくり①

巨大そりコースづくり②
･そり遊び

アイスキャンドルづくり②

３日目
1/1０（火）

･スノーマウントづくり① ･スノーマウントづくり② ･アイスキャンドルづくり③

４日目
1/1１（水）

･スノーハイキング
･昼食づくり

･テント設営
自由時間

ナイトハイク
･雪中テント泊

５日目
1/1２（木）

･スノーマウントづくり③ ･スノーマウントづくり④
･パンづくり

･雪中キャンプファイヤー
･スノーマウント泊

６日目
1/1３（金）

･後片付け 閉会式

４年生 ５年生 ６年生 計
男子 ３ ３ ３ ９
女子 ４ ３ ４ 1１

計 ７ ６ ７ 2０



（２）調査期間及び方法
調査期間は平成２４年１月８日～２月１０日とし､調査時期は､事前調査(事業初日）、

毎日のふりかえりの時間（事業期間中)、事後調査（事業最終日)、１ヵ月後調査（事
業１ヵ月後）とした。調査は自記式の質問紙を用いて行い、事前調査、毎日のふりか
えりの時間、事後調査は集合法で、１ヵ月後調査は郵送法で調査を実施した。

（３）調査内容
調査内容は、事業成果を把握する質問項目として、①「雪はともだち」で学んだこ
と、気がついたこと、②興味を持って取り組んだ活動、③学校生活や家庭生活で実践
したこと、④今後の参加意欲を設定し、体験後の参加者の変容等を把握する質問項目
として､①冬の自然体験活動に対する意識の変容､②冬の外遊びに対する意識の変容、
③運動・スポーツに対する意識、④テレビやビデオ、DVD等の視聴時間を設定した。

（４）分析方法
選択式の質問項目は単純集計で回答の割合を算出し、自由記述については代表的・

特徴的な回答を取り上げた。また、今後のプログラム開発の手掛かりを得るため、参
加者の活動意欲の高低と事業成果や参加者の変容とのクロス集計も行った。

５．結果
（１）事業成果について
①「雪はともだち」で学んだこと、気がついたこと

本事業での学びや気づきを具体的に把握するため、事後調査で「『雪はともだち』
で学んだことや気がついたこと」について自由記述で尋ねたところ、「雪中埋没体験
では、雪は楽しくていいところだけではなく、恐ろしいこともあると知った。」、「雪
中埋没体験では、もし埋もれたら死んじやうかもしれないってことを実際に体験して
気づくことができた。」といった雪の怖さや危険に関する回答が最も多く、次いで「１
人ではできなくても、友だちや班の人と一緒にやるとうまくできることを学んだ」と
いったグループ活動に関する回答が多くなっていた（表3.）。
このことから、本事業の体験を通じて雪の怖さや危険や仲間との協力の大切さを学

んだ参加者が多いことが分かった。

表３．「雪はともだち」で学んだことや気がついたこと
(雪の怖さや危険に関すること）
・雪中埋没体験では、雪は楽しくていいところだけではなく、恐ろしいこともあると知った。
・雪中埋没体験では、もし埋もれたら死んじやうかもしれないってことを実際に体験して気づ
くことができた。
・自分一人では出られない雪があるところは、できるだけ通らないようにしたほうがいいこと
が分かった。雪が落ちてきたら一人じやほとんどの確率で助からないことを実感した。

(グループ活動に関すること）
・１人ではできなくても、友だちや班の人と一緒にやるとうまくできることを学んだ。
・班の人や仲間と協力することです。
・そりコースづくりでは、みんなで協力すれば理想のものが作れるし、仲も深まることを知った。
・仲間や友だちと協力すると何でもできる。しっかりやろうと思えば、自分一人でもできる。
(その他）
・テントと雪の中では雪の中の方が暖かいということが分かりました。
・外で遊ぶことが楽しいと改めて思った。
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②興味を持って取り組んだ活動
参加者がどのような活動に興味を持って取り組んでいたのかを把握するため、毎日
のふりかえりの時間にその日に実施した活動についてどのくらい興味を持って取り組
んだのか尋ねたところ、「とても興味を持って取り組めた」の回答が最も多かった活動
は１２日の「雪中キヤンプフアイヤー」（100.0%)で、次いで８日の「アイスキャン
ドルづくり」（90.0％)、１１日の「ナイトハイク」（84.2％）であった（図１．)。
そこで､それらの活動を通じてどのような学びや気づきがあったのか尋ねたところ、
１２日の雪中キャンプファイヤーでは、「みんなの絆の深さが分かった｡｣、「今までのま
とめで５泊６日が楽しかったなと思いました｡｣、「みんなでキヤンプフアイヤーをする
とこんなに楽しいんだと思った｡」といった回答が見られ、８日の「アイスキャンドル
づくり」では、「友達と『これでいいか』と確かめ合ったりすることで、友達と協力す
ることはとても大切なんだと気付いた｡｣、「みんなで協力して一人ひとりのキャンドル
を作れた！これでぐっと仲良くなった気がする｡」といった回答が見られた。

0 . 0２０．０４０．０６０．０８０．０１００．０

出会いのゲーム（8日）
アイスキャンドルづくり（8日）

雪中埋没体験（9日）
巨大そりコースづくり（9日）

そり遊び（9日）
アイスキャンドルづくり（9日）
スノーマウントづくり（１０日）

アイスキャンドルづくり(10日）
スノーハイク（１１日）

テント設営（１１日）
ナイトハイク（１１日）

スノーマウントづくり（１２日）
パンづくり（１２日）

雪中キヤンプファイヤー（１２日）

奇1１１

』【】

弔I】

1００．０

図１．興味を持って取り組めた活動

③学校生活や家庭生活で実践したこと
本事業での学びを生かして日常生活で実践したことを把握するため、１ヵ月後調査

で「『雪はともだち」の体験から学んだことを生かして、学校や家庭で実際に何かや
りましたか？」と尋ねたところ、学校生活で「ある」と回答した参加者は30.0％、家
庭生活で「ある」と回答した参加者は45.0％であった（図２．）。
そこで、実際に何をしたのか具体的に尋ねたところ、学校生活では「体育の時間に
グループで創作ダンスをやった時、一人ひとりの意見を一つにまとめることができ
た。」、「そりコース作りを学んだので、学校の友だちでそりコース作りをして遊ん
だ。」といった回答が見られ、家庭生活では「最後の夜、かまくらでひとりで一泊で
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きたので、家でも自室でひとりで寝られるようになった。」、「スノーキャンドルの
作り方を学んだので家で作ってみた。」といった回答が見られた（表４．）。

■ある
４０%

■ない
６０％0% 20% 100%80%

》学校生活 匝回3０．０

； 囿亜Ｉ家庭生活 45.0

図２学校生活や家庭生活で実践したこと

表４．学校生活や家庭生活で実践した具体的な内容
学校生活で実践したこと 家庭牛活で実践したこと

･体育の時間にグループで創作ダンスをやった
時、みんなの意見をまとめることができた。
･そりコース作りを学んだので、学校の友だち
でそりコース作りをして遊んだ。
･雪は重く、死ぬこともあるので怖いというこ
とを知ったので、学校の外では雪が落ちそう
なところには行かないようにしている。
･天使の羽を友だちとたくさん作って遊んだ。
･友達とたくさん前より話せた。前向きに話を
かければ楽しかった。

･最後の夜、かまくらでひとりで一泊できたので、
家でも自室でひとりで寝られるようになった。
･スノーキャンドルの作り方を学んだので家で作
ってみた。
･手作りラーメンを作ったり、家でお手伝いをす
ることが多くなった。
・自分でできることはするようになった。
･洗濯物干しをするようになった。
･厚着や薄着などして温度調節をするようになっ
た。

④今後の参加意欲
本事業に対する今後の参加意欲を把握するため、事後調査で「また参加したいと思
いますか？」と尋ねたところ、８割の参加者が「また参加したい」と回答した（図３．)。

■また参加したい■できれば参加したい□あまり参加したくない□もう参加したくない

0 % ２ 0 % ４ ０ % ６ ０ % ８ 0 % １ ０ ０ %

’ 匝回８０．０
』

図３．今後の参加意欲

（２）体験後の参加者の変容
①冬の自然体験活動に対する意識の変容

冬の自然体験活動に対する意識がどのように変容したのかを把握するため、事前調
査と１ヵ月後調査で「冬の自然体験活動にどのくらい興味がありますか？」と尋ねた
ところ、「とても興味がある」と回答した参加者は、事前で70.0％、１ヵ月後で80.0％
となっており、事前と１ヵ月後を比較すると１０ポイントの向上が見られた（図４．)。
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□まったく興味がない
８ ０ ％ １ ０ ０ ％

□あまり興味がない
６０％

■とても興味がある■少し興味がある
０ 帖 ２ ０ ％ ４ ０ ％

函
麺事前 7０．０

1カ月後 ８０．０

図４．冬の自然体験活動に対する興味（事前と１カ月後の比較）

②冬の外遊びに対する意識の変容
冬の外遊びに対する意識がどのように変容したのかを把握するため、事前調査と１
ヵ月後調査で「今のような冬の季節、家の中と外ではどちらで遊ぶほうが好きです
か？」と尋ねたところ、「家の中で遊ぶより、外で遊ぶほうが好き」と回答した参加者
の割合は、事前調査で20.0％、１カ月後調査で25.0％となっており、事前と１カ月後
を比較すると５ポイントの向上が見られた（図５．)。しかし、「どちらかといえば家の
中で遊ぶより、外で遊ぶほうが好き」の回答を合わせて比較すると「家の中で遊ぶほ
うが好き」と回答した参加者が２０ポイント向上していることが分かった。

■家の中で遊ぶより、外で遊ぶほうが好き
■どちらかといえば家の中で遊ぶより、外で遊ぶほうが好き
□どちらかといえば外で遊ぶより、家の中で遊ぶのが好き
口外で遊ぶより、家の中で遊ぶほうが好き
２ ０ ％ ４ ０ ％ ６ ０ ％ ８ ０ ％0％ 100％

’50２０，０

|'50
画一Ｉ麺

前

後

事

月力

２０．０

２５．０ ３0.0

図５．冬の外遊びに対する意識（事前と１カ月後の比較）

③運動・スポーツに対する意識
運動・スポーツに対する意識がどのように変容したのかを把握するため、事前調査
と１ヵ月後調査で「あなたは、運動・スポーツなど身体を動かすことについてどのよ
うに思っていますか？」と尋ねたところ、「とても好き」と回答した参加者は、事前調
査で50.0％、１カ月後調査で60.0％となっており、事前と１カ月後を比較すると１０
ポイントの向上が見られた（図６．)。

□あまり好きではない
６０％

■とても好き
0％

■まあまあ好き
2 0 ％ ４ ０ ％

口好きではない
８ ０ ％ １ ０ ０ ％

ー Ｚ ̅ . 一 一 -回函m="|２０0ｆｆ

麺･蝉哨l!5０１
前

後

事

月力

５０．０
I

6０．０

図６．運動やスポーツに対する意識（事前と１カ月後の比較）
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④テレビやビデオ、DVD等の視聴時間
テレビやビデオ、DVD等の視聴時間がどのように変容したのかを把握するため、事

前調査と１カ月後調査で「１日あたりどれくらいの時間、テレビやビデオ、DVDを見
たり、聞いたりしますか？（テレビゲームをする時間は除きます｡)」と尋ねたところ、
「４時間以上」と回答した参加者は、事前調査で25.0％、１カ月後調査で15.0％とな
っており、事前と１ヵ月後を比較すると１０ポイントの低下が見られた。逆に、「１時
間より少ない」と回答した参加者は、事前調査で5.0％、１カ月後調査で25.0％とな
っており、事前と１カ月後を比較すると２０ポイントの向上が見られた（図７．)。

■３時間以上、４時間より少ない
□１時間以上、２時間より少ない
ロまったく見たり、聞いたりしない

６ ０ % ８ 0 %

■４時間以上
口２時間以上、３時間より少ない
ロ１時間より少ない

２ ０ % ４ ０ % 100%０％

｜ 剛；詞事前

1カ月後

２ ５ ． ０ 碗

'５0mmlX16.0
35.0

Ｉ 2SO

図７．テレビやビデオ、DVD等の視聴時間（事前と１カ月後の比較）

（３）活動意欲による事業成果や参加者の変容の違い
今後のプログラム開発の手掛かりを得るため、参加者の活動意欲の高低を切り口に
事業成果や参加者の変容の違いについて検証することとした。活動意欲の高低につい
ては「興味を持って取り組んだ活動」の回答を基準に「高意欲群」と「低意欲群」に
分類し3)、学校生活や家庭生活で実践したこと、冬の自然体験活動に対する興味、冬
の外遊びに対する意識、今後の参加意欲の４項目とクロス集計を行った。

①活動意欲と学校生活や家庭生活で実践したことのクロス集計
活動意欲の高低群別に学校生活や家庭生活で実践したことの有無を見たところ（図

８.)、学校生活で「ある」と回答した参加者は、高意欲群で40.0％、低意欲群で25.0％
となっており、高意欲群のほうが１５.０ポイント高くなっていた｡次に､家庭生活で｢あ
る」と回答した参加者は、高意欲群で50.0％、低意欲群で37.50％となっており、高
意欲群のほうが１２．５ポイント高くなっていた。
以上の結果より、活動意欲が高い参加者は、活動意欲が低い参加者に比べて１カ月

後の日常生活で実践活動を行う割合が高いことが分かった。

》園悪霊
■ あ る ■ な い

0%２0%４0%６0%８０%１００%
■ あ る ■ な い

0%２0%４０%６０%８０%１００%

高意欲群 高意欲群
」Ｉ１

低意欲群 低意欲群
』 」

図８．活動の意欲と学校生活や家産生活で実践したことのクロス集計
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②活動意欲と冬の自然体験活動に対する興味のクロス集計
活動意欲の高低群別に冬の自然体験活動に対する興味を見たところ（図９．)、高意欲
群、低意欲群ともに事前から１カ月後にかけて「とても興味がある」の回答が１０ポ
イント程度向上していた。そこで、高意欲群と低意欲群の「とても興味がある」の回
答を比較すると、高意欲群は低意欲群よりも事前、１ヵ月後ともに３０ポイント程度上
回っていた。
以上の結果より、活動意欲の高低で冬の自然体験活動に対する興味の向上に大きな

差は見られなかったが、活動意欲が高い参加者は、活動意欲が低い参加者に比べて冬
の自然体験活動に対して強い興味を持っている割合が高いことが分かった。

□まったく興味がない
８ ０ ％ １ ０ ０ ％

■とても興味がある
０％
̅二

高意欲群（事前)
-■

（1カ月後）

低意欲群（事前）

（1カ月後）

■少し興味がある
２０％

□あまり興味がない
４ ０ ％ ６ ０ ％

８０．０

９０．０
ル麺ｌ
i !- 函 ’５０．０

６２５

図９．活動意欲と冬の自然体験活動に対する興味のクロス集計

③活動意欲と冬の外遊びに対する意識のクロス集計
活動意欲の高低群別に冬の外遊びに対する意識を見たところ（図１０.)、高意欲群は

事前から事後にかけて「外で遊ぶほうが好き」（｢家の中で遊ぶより、外で遊ぶほうが
好き」＋「どちらかといえば家の中で遊ぶより、外で遊ぶほうが好き｣）の回答が１０
ポイント低下していたのに対し、低意欲群は事前から事後にかけて「外で遊ぶほうが
好き」の回答が３７．５ポイントも低下し、代わりに「外で遊ぶより、家の中で遊ぶほう
が好き」が３７．５ポイント向上していた。また、高意欲群と低意欲群の「家の中で遊ぶ
より、外で遊ぶほうが好き」の回答を比較すると、高意欲群は事前、１カ月後ともに
低意欲群より上回っていた。

■家の中で遊ぶより、外で遊ぶほうが好き
■どちらかといえば家の中で遊ぶより、外で遊ぶほうが好き
□どちらかといえば外で遊ぶより、家の中で遊ぶのが好き
口外で遊ぶより、家の中で遊ぶほうが好き
０ ％ ２ ０ ％ ４ ０ ％ ６ ０ 帖 ８ ０ ％ 100帖

|１０.０１１Q０１
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ｉ｢ ２ a o l
３７．５
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高意欲群（事前）

（1ヵ月後）

低意欲群（事前）

（1カ月後）

図１０．活動意欲と冬の自然体験活動に対する興味のクロス集計
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以上の結果より、活動意欲が高い参加者は、活動意欲が低い参加者に比べて「外で
遊ぶことが好き」な割合が高いことが分かった。また、活動意欲が低い参加者ほど、
体験後、外遊びより室内遊びを好む割合が高くなる傾向にあることが分かった。

④活動意欲と今後の参加意欲のクロス集計
活動意欲の高低群別に今後の参加意欲を見たところ（図１１.)、「また参加したい」と

回答した参加者は、高意欲群で90.0％、低意欲群で62.5％となっており、高意欲群の
ほうが２７．５ポイント上回っていた。
以上の結果より、活動意欲が高い参加者は、活動意欲が低い参加者に比べて今後の

参加意欲も高くなる傾向にあることが分かった。
■また参加したい

0%
■できれば参加したい□あまり参加したくない

２ ０ % ４ ０ % ６ ０ %
□もう参加したくない
８ ０ % １ ０ ０ %

回画一'函
高意欲群

低意欲群

9０．０
P 0

６２．５

図１１．活動意欲と今後の活動意欲のクロス集計

６．まとめ
本研究は、平成２３年度「雪はともだち」の事業成果を総合的に評価するとともに、次
年度に向け、子どもが外で活動する意欲を向上させるアクティビティについて検証する
ことを目的とした。本研究の結果より以下のことが明らかとなった。
（１）「雪はともだち」の事業成果について
①「雪とも」の体験を通じて、雪の怖さや危険、仲間との協力の大切さを学んだ参加
者が多いことが分かった。「雪とも」のプログラムのうち、参加者が最も興味を持っ
て取り組んだ活動は「雪中キャンプファイヤー」で、この活動を通じて「みんなの絆
の深さが分かった。」、「今までのまとめで５泊６日が楽しかったなと思いました。」
といった学びや気づきがあったことが明らかとなった。

②「雪とも」の経験で得た学びや気づきは１ヵ月後の学校生活や家庭生活でも生かさ
れており、意欲的に活動に取り組んだ参加者ほどその傾向が顕著に見られた。

③多くの参加者は「雪とも」に対して「また参加したい」と思っており、特に意欲的
に活動に取り組んだ参加者ほど、今後の参加意欲が高い傾向が見られた。

④「雪とも」の体験後は、冬の自然体験活動に興味を持つ参加者や運動・スポーツが
好きになる参加者、１日のテレビやビデオ、DVD等の視聴時間が減少した参加者が増
加する傾向が見られた。その一方で、体験後、外遊びより室内遊びを好む参加者が増
加する傾向が見られ、特に活動意欲が低い参加者ほどその傾向が顕著に見られた。

（２）子どもが外で活動する意欲を向上さるアクテイビテイについて
様々な活動に対して興味をもって意欲的に取り組んでいた参加者ほど高い事業成果

が得られていることが分かった。そのため、今後のプログラムの改善．充実に当たっ
ては、如何に参加者の興味を持って意欲的に取り組めるアクテイビテイを開発、導入
していくかが大きな課題になる。そこで、本研究の成果を踏まえ、外で活動する意欲
をはぐくむアクテイビテイの開発、選定ポイントを３点挙げることとする。

６１-



①雪の中で安全に楽しく活動する方法が学べるアクティビティ
外遊びより室内遊びを好む参加者が増加した理由の一つとして、雪の怖さや危険に

対する過剰反応があったのではないかと考える。「雪中埋没体験」を通してどのよう
な学びや気づきがあったか尋ねたところ、「雪に埋まると息がしづらくなることが分
かり、一人だとすごく危険だなと思った。」、「雪が重くて起きづらい。もし屋根か
ら雪が落ちてきたら動けないし、死んでしまう。」といった回答が見られた。このこ
とから､雪中埋没体験で雪の重さを体験し､雪の怖さや危険を実感したことによって、
冬の外遊びに対して過剰な警戒心を持つようになったのではないかと推察される。し
かし、自然体験活動の指導を行う際、自然の中で活動することの楽しさを伝えるだけ
ではなく、当然その怖さや危険も伝えていかなくてはならない。雪中埋没体験は雪の
怖さや危険を学ばせる有効な活動のひとつであることから、今後は、雪の怖さや危険
を体感させるだけではなく、雪の中で安全に楽しく活動できる方法も学べるよう指導
内容を工夫する必要があると考える。

②参加者が興味をもって意欲的に取り組めるアクテイビテイ
様々な活動に対して意欲的に取り組んでいる参加者ほど、活動意欲が低い参加者に

比べて「外で遊ぶことが好き」な割合が高く、冬の自然体験活動に対して強い興味を
持っていることが分かった。このことから、子どもが外で活動する意欲をはぐくむた
めには、参加者が興味をもって意欲的に取り組めるアクテイビテイを導入することが
必要である。本事業で実施したアクティピテイのうち、「雪中キヤンプファイヤー」
や「アイスキャンドルづくり」、「スノーハイク」等は８割以上の参加者が興味を持
って取り組んだアクテイビテイである。これらのアクテイビテイに共通することは、
①初めて体験する人が多い、②楽しみにしている人が多い、③仲間と協力して行うと
いった点である。そのため、新たなアクティビティの導入を検討する際には、こうい
った点を踏まえてアクティビティの開発や選定を行うことが大切である。

③特別な道具や環境、指導者がなくても実践できるアクティビティ
１カ月後の日常生活で実践されたアクティピティを見ると、そりコースづくりやそ

り遊び、スノーキャンドル、天使の羽など、子どもたちだけでも手軽にできるアクテ
イビティであることが分かる。つまり、特別な道具や環境、指導者がなくても、子ど
もたちだけで簡単に実践できるアクティビティは、子どもが外で活動する意欲を向上
させるアクテイビテイのひとつになると考える。
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